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１．研究計画の概要 
 本計画の目的は種の非線形放物型および
楕円型偏微分方程式に共通する数理構造に
着目し，統一的な視点から研究を行うこと
によって定性理論を発展させるとともに，
将来に向けての新たな展開を計ることにあ
る．そのために，非線形解析学というコア
となる部分を共有する背景の異なる数名の
研究者が中心となって，組織的かつ分野横
断的に研究を進めることにより，「異なるク
ラスの方程式に見られる共通の非線形構造
を統一的な視点から探る」ことを基本方針
として，定性理論の発展と新たな展開を目
指す．特に，空間的非一様性と解の構造の
関係，特異性の発現と持続のメカニズムの
解明，集中現象に関連した局所的あるいは
大域的ダイナミクス，拡散が誘導する逆説
的現象，複雑ダイナミクス発生のメカニズ
ムの解明などの問題を取り上げる． 
 
２．研究の進捗状況 
 非線形放物型偏微分方程式および非線形
楕円型方程式の解の構造について研究を進
めた．これまでの主な成果は以下の通りであ
る． 
・不定符号の重みを持つ固有値問題に関する
研究を行い，主固有値が最小化されるための
条件を明らかにした．また数値計算によって
どのような分岐が起こるかを明らかにした． 
・超臨界指数を持つ藤田型方程式に対し，解
が無限大へと発散する場合があることを示
し，またそのオーダーを適当な比較関数を構
成することにより示した． 
・神経場のモデルとなる非局所方程式に関し，
核関数の effectiveness という概念を導入し

てフロント型進行波の速度に対する最適評
価を与えた． 
・臨界指数を持つスカラーフィールド方程式
に対し，球対称な特異解の漸近挙動について，
明らかにするとともに，特別な挙動を示す解
の一意性を証明した． 
・ある非線形放物型偏微分方程式に対し，移
動する特異点を持つ自己相似解の存在と一
意性，時間大域解の存在，変型する特異点を
持つ解の存在を示した． 
・Gierer-Meinhardt 方程式のシャドウ系に
対し，多重スパイク解の不安定性次元とその
固有空間について明らかにした． 
・ポテンシャル項付き熱方程式の解の最大点
の挙動について，その正値調和関数の無限遠
点での挙動を用いて特徴付けた．また，これ
らの研究の応用 発展として爆発問題におけ
る藤田指数と正値調和関数の無限遠点での
挙動との関係について明らかにした． 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している． 
（理由） 
研究開始時に取り上げる予定であった問

題のほとんどについて重要な進展があった．
また新たな研究課題もいくつか見つかり，こ
れらについても今後の見通しがたちつつあ
る． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 これまでの研究成果をふまえ，研究の完成
をはかるとともに，新たな課題に対して分野
横断的により組織的に研究を進める．特に，
移動特異点に関する問題，優臨界方程式に関
する解の構造については今後大きな発展が
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期待され，重点的に取り組む予定である． 
 
５. 代表的な研究成果 
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